
日
本
共
産
党
の
石
井
敏

夫
議
員
は
、
十
一
日
の
一

般
質
問
で
二
件
質
問
し
ま

し
た
。

石
井
議
員
は
、
軽
度
発

達
障
害
の
子
ど
も
の
に
つ

い
て
の
質
問
で
、
実
態
と

支
援
に
つ
い
て
質
問
。
ま

た
、
早
期
発
見
と
早
期
療

養
の
必
要
性
を
強
調
し
、

ゼ
ロ
歳
か
ら
の
支
援
を
訴

え
ま
し
た
。

そ
し
て
、
将
来
的
に
は

軽
度
発
達
障
害
者
の
就
労

支
援
や
雇
用
の
場
の
確
保

を
求
め
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
佐
藤

勝
也
教
育
長
は
、
現
在
の

実
態
と
、
こ
れ
ま
で
の
支

援
の
内
容
を
報
告
し
、
今

後
、
実
態
を
把
握
し
、
学

習
支
援
員
の
更
な
る
充
実

を
考
え
る
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
新
た
に

「
井
原
市
特
別
支
援
教
育

推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
関
係
機
関
と
連
携
し
、

個
々
の
幼
児
、
児
童
生
徒

の
実
態
や
状
況
を
把
握
し
、

効
果
的
な
教
育
方
法
の
調

整
・
研
究
を
行
っ
た
り
、

乳
幼
児
か
ら
の
一
貫
し
た

長
期
的
、
継
続

的
な
支
援
体
制

を
整
備
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
森
本

ふ
み
お
議
員
は
、
十
二
日

に
六
件
質
問
し
ま
し
た
。

森
本
議
員
は
、
ご
み
の

減
量
化
計
画
実
現
の
具
体

的
な
施
策
を
聞
き
ま
し
た

が
、
全
く
無
策
で
納
得
い

く
答
弁
は
返
っ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

「
市
民
に
減
量
に
つ
い

て
協
力
し
て
も
ら
う
た
め

小
部
落
単
位
で
徹
底
し
て

説
明
会
を
す
べ

き
だ
」
と
提
言

し
ま
し
た
が
、

市
長
は
全
く
そ

の
気
は
無
く
「
で

き
る
だ
け
早
く

有
料
化
す
る
日
程
を
決
め
、

連
合
自
治
会
単
位
に
説
明

し
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。市

長
は
「
有
料
化
は
減

量
に
効
果
が
あ
り
、
不
公

平
感
の
解
消
に
な
る
」
と

有
料
化
に
固
執
す
る
答
弁

に
終
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
森
本
議
員
は
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
つ
い
て
、
市
独
自
に
助

成
で
き
る
こ
と
を
実
施
し

て
は
、
と
提
言
し
た
り
、

公
共
施
設
の
敷
地
内
全
面

禁
煙
を
進
め
る
よ
う
市
長

や
教
育
長
の
考
え
を
聞
き

ま
し
た
。

市政についてのご意見ご要望をお聞かせ下さい。（電話 事務所６２－６２００ 森本宅６２－６０６１ 石井宅６２－４６６７）

大滝 文則議員◆道路特定財源について ◆後期高齢者医療制度について
鳥越孝太郎議員◆「ふるさと納税」制度の取り組みについて ◆就学前保育・教育にかかる本市の現状と方

向性、出部幼稚園園舎の老朽化に伴う今後の整備充実について
宮地 俊則議員◆岡山県の財政破たん危機について ◆井原市民病院の経営および財政状況について ◆定

住促進のための企業誘致について ◆学校給食について ◆井原市の障がい者雇用について
石井 敏夫議員◆軽度発達障害の子どもの支援を乳幼児期から就労まで実施しては ◆悪臭対策について
井口 勇議員◆定住促進の支援について
佐能 直樹議員◆井原市第６次総合計画の実施について
森本 典夫議員◆後期高齢者医療制度の中で、井原市独自で高齢者に助成等可能なことを最大

限実施していただきたい ◆「ごみ」を減量するための具体的対策をどう計
画していますか ◆助産院開設問題で遠野市への視察計画はどうなっていますか ◆市内の
公共施設（幼保、小、中、高校を含む）の敷地内での禁煙を ◆市営住宅の入・退去時の
管理・運営の改善と施設の早めの営繕を ◆小・中学校へ教職員専用のトイレの設置を

川上 武徳議員◆井原医師会との連携について ◆田中美術館の警備体制について
河合 建志議員◆道州制の導入について ◆井原市の公立学校の耐震改修状況とその対応について
佐藤 豊議員◆井原市新エネルギービジョンの現状と今後の取り組みについて ◆観光行政について

◆学校耐震化について ◆食育推進の現状について
森下 金三議員◆安心安全のまちづくりについて ◆教育・文化施設の管理運営について
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２００８年（平成２０年）井原市議会６月定例会での質問議員の項目

森本・石井市議の

生 活 相 談
と き

毎週月曜日 午前１０時～１２時
ところ

日本共産党市議団事務所 井原町103
でんわ

６２－６２００ (党市議団事務所)
６２－６０６１ (森本ふみお宅)
６２－４６６７ (石井 敏夫宅)

★６５１万円 国保事業（美星診療所）特別会計繰出金 ★１,０６０万円 高齢者非課税世帯へ住宅用

火災警報器の給付 ★９００万円 芳井中学校屋内消火栓等修繕工事費 ★１１６万円 文化財管理費補

助金 ★１００万円（一般寄付）新体操選手育成強化事業費補助金（井原高校へ５０万円、ジュニアクラ

ブ男子へ２５万円、ジュニアクラブ女子へ２５万円）★６７０万円（国保特別会計）平成１９年度の美星

診療所の収支調整 ★１,６３９万円（老人保健特別会計）支払基金負担金等精算返還金

井原市議会６月定例会で、平成２０年度の一般会計と国保、老人保健の２特別会計の補正予算等が審
議され、すべて原案通り可決されました。その中から歳出（支出）の主なものをお知らせします。

特
別
支
援
教
育
推
進
協
議
会

を
今
年
度
新
た
に
立
ち
上
げ

石
井
議
員
の
質
問
に
佐
藤
教
育
長

森
本
議
員
の
有
料
に
せ
ず
に
減
量
を
の
提
言
に

瀧本市長



６月 ９月 12月 ３月 ６月 10月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月

水野　忠範 ○ ○ ○ 3
内田美千子 ○ ○ ○ ○ 4
川上  武徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
上田  勝義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
宮地  俊則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
佐藤  　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13
大滝  文則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9
上本  　昇

井口　  勇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6
森下  金三 ○ ○ ○ ○ 4
田辺　隆則 ○ ○ 2
河合  建志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
鳥越 　 勇 ○ ○ ○ ○ 4
佐能  直樹 ○ ○ ○ 3
三宅  康之 ○ 1
石井  敏夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13
谷本　仲弥 ○ ○ 2
猪原　保之 ○ ○ ○ ○ 4
鳥越孝太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
川上 　 泉 ○ ○ ○ 3
志多木茂夫

高田  正弘 ○ 1
藤原  清和

森本  典夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13
藤原  正己

乘藤  俊紀 ○ 1

質問者合計 9 11 7 12 8 13 11 11 6 12 7 8 11

辞　   　  職

議       長

議   　    　　長

井原市議会定例会
一般質問状況一覧

議 員 名
平成17年 平成18年 平成19年 発言

回数

平成20年

２００８年(平成２０年)６月２６日 井 原 民 報（第１０８号） （２）

日本共産党井原市議団はみなさんの利益を守ることを第一に考え、市民こそ主人公の立場で奮闘します。

請
願
・
陳
情
の
結
果

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
請
願
・
・
・
・
・
・
・
・
・
継
続
審
査

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
対
し
て
提
出
を
求
め

る
陳
情
に
つ
い
て

・
・
・
・
・
・
・
・
・
継
続
審
査

◆
長
島
愛
生
園
・
邑
久
光
明
園
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
を
地
域
に
開
か
れ
た
医
療

・
福
祉
施
設
と
し
て
存
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
・
・
・
採

択

◆
「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
」
の
創
設
等
を
求
め
る
意
見
書
送
付
に
関
す
る
請
願

・
・
・
採

択

●

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
祝
日
も
生(

可
燃)

ご
み
が
収
集
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

●

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
清
掃
は
、
い
ま
ま
で
は
、
展
示
な
ど
を
す
る
主
催
者
が

自
主
的
に
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
月
一
回
清
掃
業
者

が
す
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

●

井
原
地
域
の
地
区
公
民
館
に
平
成
十
七
年
四
月
～
五
月
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
電
話

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●

今
ま
で
一
家
族
一
枚
だ
っ
た
国
民
健
康
保
険
証
が
、
被
保
険
者
一
人
に
一
枚

の
カ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。

●

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
の
該
当
年
齢
が
、
平
成
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
小
学

校
入
学
前
ま
で
に
拡
大
。
さ
ら
に
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
小
学
校
三

年
終
了
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

●

芳
井
、
美
星
地
区
の
交
通
体
系
が
見
直
さ
れ
充
実
・
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

●

平
成
十
八
年
十
月
か
ら
本
市
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
給
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

●

井
原
市
木
之
子
町
に
あ
っ
た
井
原
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
偕
楽
園
」
を
四
季

が
丘
へ
移
転
新
築
し
、
平
成
十
九
年
四
月
に
開
所
し
ま
し
た
。

●

市
例
規
集
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
誰
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●

避
難
場
所
の
表
示
看
板
の
な
い
所
は
新
設
。
い
た
ん
で
い
る

と
こ
ろ
は
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

●

市
立
学
校
の
耐
震
化
優
先
度
調
査
を
平
成
十
八
年
度
中

に
１
０
０
％
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
耐
震
診
断
。

●

単
県
医
療
費
が
一
割
負
担
と
な
っ
た
た
め
平
成
十
九
年

四
月
か
ら
、
県
の
月
額
負
担
限
度
額
の
２
分
の
１
が
低

所
得
世
帯
に
助
成
さ
れ
ま
す
。

●

西
江
原
幼
児
園
完
成
に
伴
い
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら

障
害
児
の
受
け
入
れ
、
十
九
時
ま
で
の
延
長
保
育
の
実

施
、
生
後
三
ヶ
月
の
乳
児
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

●

一
人
目
の
保
育
料
が
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
月
額
千

五
百
円
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●

市
営
住
宅
の
家
賃
の
減
免
と
徴
収
猶
予
が
受
け
ら
れ
る
制
度
の
周
知
徹
底
。

●

今
ま
で
指
名
競
争
入
札
だ
っ
た
工
事
の
う
ち
、
土
木
、
建
築
工
事
の
予
定
価

格
四
千
万
円
以
上
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
八
月
か
ら
制
限
付
一
般
競
争
入

札
制
度
を
導
入
・
試
行
さ
れ
て
い
ま
す
。(

森
本
市
議
は
四
千
万
円
以
上
で

は
不
十
分
な
の
で
、
せ
め
て
一
千
万
以
上
に
す
べ
き
だ
と
提
言)

。

●

公
共
施
設
へ
の
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
の
設
置
進
む
。

●

市
が
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
市
内
の
事
業
所
に
直
接
お
願
い
に
行
く
。

●

生
涯
学
習
課
で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
一
括
（
購
入
）
整
備
し
、
地
区
公
民
館

の
要
請
に
よ
り
貸
し
出
す
。

●

井
原
市
議
会
定
例
会
の
開
会
日
、
一
般
質
問
日
、
閉
会
日
が
井
原
放
送
で
生

中
継
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●

井
原
図
書
館
に
隣
接
し
た
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

●

文
化
財
紹
介
冊
子
・
マ
ッ
プ
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
確
保
対
策
補
助
金
が
つ
き
ま
し
た
。

●

溝
蓋
脱
着
機
を
２
台
購
入
し
、
芳
井
と
美
星
支
所
に
備
え
付
け
る
。

●

学
校
施
設
等
十
か
所
の
耐
震
診
断
の
予
算
が
つ
き
ま
し
た
。

み な さ ん の 声 が 実 現 し ま し た
平
成
十
七
年
四
月
に
市
議
選
が
行
わ
れ
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の

間
み
な
さ
ん
か
ら
の
声
を
森
本
、
石
井
両
議
員
が
市
議
会
等
で
取
り
上

げ
、
次
の
こ
と
が
実
現
し
ま
し
た
。

井
原
市
議
会
は
左
の
二
名
の
委
員
の
推
薦
と
選
任
の
同
意
を
し
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
（
推
薦

任
期
三
年
）

門
田
町

岡
田

敦
子

昭
和
１
８
年
生
ま
れ

●
監
査
委
員

（
選
任

任
期
四
年
）

西
江
原
町

中
山

恒
男

昭
和
１
２
年
生
ま
れ


